
                                                         

    

 

 

   

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

   

 

   

   

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

「人権のつどい日」にひろ

う 

平成 28年 9月号 

★ゆめじゅく編集委員会 

9 月 6 日(火)   13 時 30 分～ 

★「人権のつどい日」  

9 月 11 日(日） 10 時 00 分～ 

『手作りおもちゃに想いをのせて』 

 手作りおもちゃづくり 

講師：おもちゃ図書館きしゃポッポ 

           代表 松山明子さん 

★移動図書館青い鳥号 

9 月 14 日(水)・28 日(水) 

14 時～14 時 40 分 

★回転木馬（瀬戸児童館） 

9 月 13 日(火) 10 時 30 分～11 時 30 分 

 ★消防訓練 

   9 月 15 日(木)15 時 30 分～16 時 30 分 

★十人会（瀬戸会館） 

  9 月 15 日(木) 19 時まで 

★連合自治会「何でも相談日」…瀬戸会館 

  毎週火曜日  13 時～15 時 

★人権・同和教育関係行事 

  9 月 1 日(木) 実務担当者研修会 

  9 月 2 日(金) 館長等研修会 

△月◎日（●曜日） 
日直  ○◎ 

△▲  

 

 

新居浜市瀬戸町７‐30 

E-mail：seto@city.niihama.ehime.jp  

 

T e l  ：０８９７―４１―５８５９（Fax 兼用） 

 

 

〒792-0821 

 

 

 

第3木曜日19時まで事務室を開け

て、皆さんのお越しをお待ちしていま

す。 

瀬戸会館利用者や地域の皆さん方と

のコミュニケーションを通じて、皆さ

んに必要とされる館運営をめざしてい

ます。館運営に関すること、地域づく

りに関すること、相談ごとなど何でも

ありの空間です。仕事の帰り、夕方の

散歩の途中、少し寄り道をしてみませ

んか。 

 

瀬戸会館では、現在の瀬戸会館及び

移転前の旧隣保館やその周辺の様子・

行事の写真などを集めています。 

少しでも多くの記録を残すととも

に、研修にも役立たせていただきたい

と考えています。昭和時代の写真をお

持ちの方は、瀬戸会館にお持ちいただ

くか、ご連絡ください。ご協力よろし

くお願いいたします。 

 

８月１１日から１４日までの４日間、第９回「であい展」

を開催しました。初日のオープニングセレモニーは４つの

サークルさんの発表。トップのギターサークルさんに始ま

り、オカリナ教室さん、吟道清鏡会さん、社友会歌ごえさ

んの発表に会場全体が音の世界に包まれました。１階会場

に展示された作品も力作ぞろい。センスや技術はもちろん、

大変な時間と労力を感じさせる作品に、見に来てくださっ

た方々も感心しきりでした。最終日の１４日に行った体験

教室は、押し花・パソコン・ポーセラーツで制作した作品

の出来栄えに笑顔がいっぱいでした。 

 

 

最終日午後 7 時から瀬戸・寿連合自治会主催の「夏まつり」、

待望の盆踊りが始まりました。今年は、「まちゅり」も駆けつ

けてくれ、浴衣姿の踊りの輪に入り、愛嬌を振りまいてくれま

した。子どもたちは、アイスクリンやボールすくいに大はじゃ

ぎ。大人は、ビールを傾けながら、話に花を咲かせていました。

締めくくりは豪華賞品が当たる「くじ引き」。当選者の名前が

発表されるたびに、拍手と笑いが起こりました。 

地元の方やゆめじゅく会の会員さんなど、多くの方の協力を

得て実施した「であい展」と「夏まつり」。おかげで盛況のう

ちに終えることができました。心より感謝申し上げます。  

           瀬戸・寿連合自治会・ゆめじゅく会 

 

まちゅりも来たよ 
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真摯な眼差しで鍵盤と向き合い、自分の好きな曲を

マスターしようと一生懸命取り組む姿は真剣そのも

のです。奏でる曲は、クラシックあり、演歌ありと

様々。弾く順番を待つ間は、楽譜の確認をする姿も。

そして、楽しいおしゃべり。ピアノで自分を表現した

いという思いと、仲間との交流を楽しみたいという思

いがミックスされた楽しい活動です。        

毎週水曜日 

１０時から１２時までです。 

バランスボールを使っての体操、これが結構難

しい。受講生の皆さんは講師の先生の指示と掛け

声に励まされながら、笑顔を見せながらも真剣に

取り組んでいます。エアロビクスやスロートレー

ニング・ストレッチも行いますが、幅広い年齢層

の体と心の健康に貢献できる教室です。活動は、

レインボー体操 A が毎週木曜日１４時から１５

時、レインボー体操 B が奇数週の火曜日１４時か

ら１５時までです。 

 

ひと針ごとに自分だけの作品が出来上がっていく

楽しさ。丁寧な針づかいに、作品に対する思い入れ

を感じます。時々、指導の先生に質問の声。作品の

イメージを確認しながらの作業が続きます。作業の

途中では雑談もあり。真剣さの中に楽しさが共存す

る温かい空間です。活動は毎月２回、金曜日の１０

時から１２時までです。 

 

これは、金子みすゞさんの「つもった雪」という詩です。ある講演会で、金子み

すゞ記念館初代館長矢崎節夫さんが、「上の雪 と 下の雪 に思いをはせる人は

大勢いる。中の雪にまで想いを寄せるみすゞさんの感性が素晴らしい。」と話され

ていました。いろいろな立場の人の心情を思いやる、みすゞさんらしい詩だと思い

ます。 

私たちの周りには、様々な思いをもつ人がいます。隣で笑っている人も、心の中

は悲しみであふれているかもしれません。中の雪にまで想いを寄せることは難しい

と思いますが、そうなる努力は続けたいと思います。 

隣の人の笑顔を本当の笑顔にするために。 

 

レインボー体操 

ピアノくらぶ 

8 月の人権のつどい日は、であい展の初日に NPO 法

人新居浜ほっとねっとの高橋雅子さん・村上美代子さん

のお二人を講師にお迎えし、「DV 被害者の心理と支援」

についてお話していただきました。『支援する人が気を

つけること』として 

○ 加害者を非難することはせず、暴力の影響を測る。 

○ 暴力行為の責任は 100%加害者にあることを伝える。 

   （被害者には責任が全くないことを理解させる。） 

 ○ 共感的に聴くことを心がけるが、過剰な共感の表現は哀れみとも受け止め

られる可能性があり、慎む。 

などの説明がありました。支援の目的は、自分の生活を自分でコントロールでき

るだけの自信を得させること。そのためには被支援者に自分の夢に気付かせるこ

とや最終判断は本人にさせる(アドバイスの押し付けはしない)ことなど、日常の

人間関係にも通じる内容をお教えいただきました。 

 


